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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

浮世絵専門のイメージ・データベースとして、世界を代表するものにアート・リサーチセンターの浮世絵データベ

ースと Japanese Woodblock Print Search がある。データベースシステム開発のキーマン二人と、浮世絵専門研

究者による新たな研究データベースを開発する。研究データベースは、カラログレゾネの日常的な蓄積を可能

とする応用的な展開を目指すもので、これによって、具体的には Roger Keyes 北斎カタログ（未刊行）のデータ

ベース化を実現し、その上で、大英博物館での北斎展に結びつける。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 
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 本年度は、電子版カタログレゾネを実現するために基盤となる ARC 浮世絵 DB の構造や機能を本プロジェクト

の提案により大幅にバージョンアップした。オンライン DB として、WEB ブラウザのみを使った効率よい DB の編

集機能や、FTP 等の専門的な知識を使わずに、新規にデータ登録を行える機能を追加した。また、カタログレ

ゾネシステムとしての機能アップのため、複数のシステム項目を追加した。また、その出力デザインのシミュレー

ションのため、歌川芳年をサンプルとして、カタログレゾネ化可能な量の画像とデータを ARC 浮世絵 DB に搭載

し、システムデザインを開始した。これにより、微妙な配列を可能とする手入力による調整が可能な年代項目を

追加、また、これまで懸案であった、バイリンガル化のための、画題よみ項目の追加をおこなった。なお、よみ項

目は、自動的にローマナイズできる。また、描かれた作品の解説を効率よく記述できるようにするため、サブジェ

クト辞典となる電子画題辞典、「画題 Wiki」を立上げた。さらには、この画題 Wiki の増殖を狙うため、絵手本・画

譜類の蓄積をやはり、ARC 古典籍ポータル DB 上で実施し、このシステムのサブシステムである、ユーザーメモ

機能により、古典籍のページ単位による画題索引の構築をスタートさせた。 
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